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有害鳥獣被害ゼロを目指して 

有害鳥獣対策研修会を開催 

 中山間地においては、イノシシの被害に加えて近年ではシカの被害も増えるなど、

有害鳥獣によって営農継続が困難になるケースが増加しています。 
そこで、JAにじ管内農業振興協議会では朝倉農林事務所との共催により12月12日に

ＪＡにじ耳納の里研修室（うきは市吉井町）において有害鳥獣対策研修会を開催しま

した。 

講師に兵庫県立大学の山端
やまばた

直人
な お と

先生を迎え、有害鳥獣対策の事例を多数交えながら、

今後取り組んでいくべき対策の基本的な考え方について講演していただきました。 

有害鳥獣対策は、駆除や捕獲、侵入防止柵の設置方法といった技術的な面が注目さ

れやすいですが、こうした対策は実行後に放置されている地域が多いことが課題にな

っています。被害ゼロを目指すには、集落の構成員が地域をどのような体制で有害鳥

獣から守っていくかの話し合いを重ねて、適切な対策を継続して実施することが最も

重要であるとのことでした。 
参加者はメモを取りながら熱心に話を聴いており、講演終了後も講師と議論を交わ

す集落代表者も見られるなど、大変盛況な研修会となりました。 
普及指導センターでは、今後も中山間地農業の維持に向けた様々な支援をしていき

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

山端先生との中山間地鳥獣被害の事前調査        対策研修会での講演 
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地域振興課  地域係 


